
土のにおいがする生活！食べること・生きることの大切さを！ 

～2025ながおかワーク＆ライフセミナー第 4講座報告～ 

 

1月 16日（木）午後 3時より、アオーレ長岡 市民交流ホール Aにて「2025ながおか

ワーク＆ライフセミナー第 4講座」として、『土を喰らう十二ヵ月』の映画鑑賞会が開催

され、90名が参加しました。 

 

第 4講座は長岡アジア映画祭実行委員会

の企画・開催によるもので、冒頭、実行委

員会の菅野さんが「寒い中お集まりいただ

きありがとうございます。本日の映画は、

沢田研二さん主演の料理をテーマにした作

品です」と挨拶しました。 

続いて、主催者を代表し、長岡地区労福

協の松嶋副会長が「長岡地区労福協は、地

域の労働者福祉や高齢者福祉の向上、安

心・共生社会の実現を目指し、生活者の目

線でつながりを深めるためにセミナーを開

催しています。今後も第 5講座、第 6講

座、第 7講座と続きますので、ぜひお楽し

みください」と挨拶しました。 

映画『土を喰らう十二ヵ月』は、作家・

水上勉さんの料理エッセイを原作とし、中江監督が演出を手掛けました。本作は、私たち

が忘れかけている“土のにおいがする生活”を思い起こさせ、人としての豊かな生き方を

伝える内容となっています。 

物語は、長野県の山荘で暮らす、高齢の主人公を中心に展開されます。彼は妻に先立た

れながらも、四季折々の野菜や自然の恵みを活かし、料理家・土井善晴さん監修のもと、

丁寧に食事を作る日々を送ります。その姿は、土に根差した暮らしの原点を思い起こさ

せ、食べることの大切さや食材への感謝の心を強く感じさせるものでした。 

ヒロイン役の松たか子さんは、出版社の編集委員として登場し、主人公の作る料理を美

味しそうに頬張る姿が印象的でした。また、火野正平さんは大工として主人公を支える役

どころを演じ、実力派俳優陣が作品を盛り上げました。さらに、亡くなった妻の母親役と

して奈良岡朋子さんが出演し、地域に寄り添いながらの一人暮らしを味わい深く演じまし

た。 



映画には、旬の野菜をふんだんに使った料理が登場し、目も心も満たされる内容となっ

ていました。ほうれん草の胡麻和えや収穫したばかりの筍の煮込みなど、見ているだけで

食欲をそそられる料理の数々がスクリーンを彩りました。 

料理家・土井善晴さんのこだわりが随所に生かされ、主演の沢田研二さんが実際に料理

を作るシーンを通じて、“食べること”や“生きること”、さらには“死生観”について考

えさせられる作品でした。美しい長野の四季折々の風景とともに、一年の暮らしがあっと

いう間に過ぎていく様子が描かれ、深い感銘を受けました。 

最後に、松嶋副会長の閉会挨拶をもって、セミナーは終了しました。 

また、会場入口では食品を持ち寄る、フードドライブを行いました。多くの食品の寄贈

があり、フードバンクながおかに寄贈しました。 

 


